
1．　は　じ　め　に

　専門職である社会科教師が授業力を向上させ
るには，日々の実践を自ら吟味し改善してゆく
だけでなく，他の教師と授業を吟味し合い，よ
り良いものへと改善してゆく授業研究を行う1）。
　この方法は現職の教師教育はもとより，「学
び続ける教師としての基礎的な資質や能力」を
育成する養成段階においても有効と考えられて
いる2）。したがって社会科教師を目指す者が，
養成段階からこの方法を工夫してお互いの授業
を吟味，改善し合い，この方法の基礎も身につ
けられるならば，入職期からの授業力向上の足
ががりを得ることになる。
　このため筆者は，大学の教職課程で担当する
中学校社会科，公民科等教育学の授業の中に，
模擬授業と協議会を段階的に組み込んできた。
また，4年次後期「教職実践演習」には商業科，
情報科の免許状取得を目指す学生も含め，校内
授業研究の形式をとり入れた「授業研究演習」
を行い，入職後に同僚らと授業研究協議会を行
える力量形成を図ってきた3）。
　しかし，そもそも形成しておくべき「社会科
教師としての基礎的な資質や能力」とは何であ
り，その形成のためにいかに社会科教育学の視
点から研究的な協議会を行い，深めればよいの
か，これに先立つ教職学生による模擬授業と協
議会はいかに行えばよいのかについては十分明

らかにしてこなかった。
　本稿では，これらを明らかにしてゆくととも
に，現職社会科教師が授業力を向上するのによ
り効果的な授業研究協議会のあり方，視点につ
いても関連づけ考察しておきたい4）。なぜなら，
養成段階における模擬授業と協議会のあり方に
は，現職教師による授業研究，特に授業研究協
議会のあり方と共通する点が多くあり，連続し
た取組として考えられるからである5）。

2．　社会科教師の基礎的な資質・能力─
授業構成能力─

　では，入職期から必要とされ，授業研究を通
してその向上を図ることが求められる，「社会
科教師としての基礎的な資質や能力」とは何で
あろうか。それは「社会認識を形成させ公民的
資質を育成する力量」ともいえるが，絞り込め
ば社会科の「授業構成能力」であると考えられ
ている6）。
　それは，「より質の高い社会科の授業をつく
る力」であり，特に授業を構成する力量であり，
学習指導案を作成する能力がその中核にあると
考えられる7）。これは，授業構成の事実をもっ
て，ある程度，客観的にとらえることができ，
向上する方法も示すことができると考えられて
いる8）。すなわち，この力量を形成するための
授業研究や協議会のあり方も明らかにしてゆく
ことができると考えられる。
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3．　社会科教育学による授業研究のあり方

　では社会科教師が入職以降，常に求められる
授業構成能力を形成してゆくための授業研究の
あり方とはどのようなものか。
　先ず，社会科教育における授業研究である以
上，社会科授業としての本質を検討し得るもの
でなくてはならない9）。すなわち目前の状況に
どう対応すればよいかを生徒指導の視点から検
討することに終始するのでなく，対象としてい
る授業ないしは実践について，社会科としての
ねらいや全体構造，指導計画を吟味し，課題を
明らかにするものでなくてはならないとされ
る10）。
　またその授業研究を通すことで，社会科教師
が自分の実践を自覚的に厳しく吟味し，改善し
てゆく，さらには，そのための力量を高めるこ
とが期待される。なぜなら教師は日々，自らの
実践を反省し，改善につなげようとするからで
ある。ただし，常識的な授業理論や，既成の授
業計画により実践を繰り返しても進歩できない。
そこで社会科教育学による授業研究を通すこと
で，「社会科や授業についての考え方に基本的
な誤りがあることに気づく」ことや，「授業を
厳しく反省し，授業を改善し，授業計画を修正
し授業理論を発展」させることが期待されるの
である11）。すなわち社会科の授業研究は，「教
師の，授業をつくり，検討し，発展させていく
活動に援助を与えること」が目的とされる12）。
　もとより社会科授業は，子どもの社会認識を
形成できているかどうかが問われる。そのため
に，どう授業を構成しているか，すなわち，こ
の時間に，どういう内容を，どういう方法で学
習させていくのか，教師のかかえている授業構
成論が問われ続けることになる13）。実践の中で
も繰り返されているであろう教師自身の授業構
成の吟味・修正を援助し，その授業構成能力を
高め，「よりよい授業づくりに寄与していくこ

と」が授業研究には求められているのであ
る14）。
　ではそのための授業研究，特に研究協議は，
どのように行われるとよいのだろうか。各自の
授業実践がかかえている授業構成論を明らかに
し，吟味して，改善への手がかりを与えるには，
授業研究に参画する他者が批判できるように，
なるべく客観的に表現された指導計画が必要で
ある15）。それに基づいて実践しても上手くいか
ないこともあり得るが，その事実もよく記録し
ておけば，吟味・検討ができる。
　こうして，授業研究に参画している他の教師
が，容易に発問や指示の改善案を記したり，授
業が行われた際の事実を書き込んだりして，後
で共有化できるような学習指導案が授業者に
よって作成され，用意されること，その活用の
仕方も含めて授業者の「意図や目的，その背後
にある理論」まで説明され共有化されているこ
とが重要となる16）。直前に配られた学習指導案
が，いわゆる略案であり，その形式が共有され
ておらず，参加者がいかに気づきや事実を書き
込めばよいか不案内なまま，研究授業を観察し，
その後の協議に参加しても，せっかくの吟味・
検討は深め切れない。なぜなら，計画されてい
た指導と事実のズレも，基底にあるはずの社会
科教師の授業構成論も理解しにくく，表面的に
うかがい知るようになるからである。
　これらを整えている授業研究ならば，「授業・
授業計画の検討過程で実践者の授業理論そのも
のに問題点が見い出されると，授業理論の吟
味・検討がなされ，それはより体系的に整備さ
れた理論へと成長していく」ことが期待でき
る17）。すなわち教師が研究授業に込めている授
業構成論にいた指導計画の吟味・検討が可能に
なってゆくと考えられる。
　ただし森分が指摘するように，「実践者そし
て研究参加者が共有する授業理論を枠組みとす
る検討・修正に留まる」ならば，授業理論は成
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長してゆかないことにも留意すべきである18）。
研究協議の場が，対象としている社会科授業の
持つ授業理論，特に授業構成の理論仮説も吟
味・検討の俎上に載せる可能性を持っておくこ
とが重要と考えられる。

4．　社会科教育学による授業研究協議会
のあり方

　では，社会科教師のための授業構成能力を育
成するための授業研究協議会は，いかにあれば
よいのであろうか。これまでの考察をもとに整
理すれば，例えば，次の表 1のことを参加者が
共有しておく必要があると考えられる。
　これらは基本的なことのようでありながら，
管見の限り，十分共有されていないと考えられ
る。
　公開授業研究会のように学校を挙げて行われ
る場合や，特定のテーマに絞って協議が行われ
る場合，参加する教師の経験等がばらばらであ
る場合などには，授業者による学習指導案や進
行役による協議内容の文書を通じて，説明がな
されておく方がよいと考える。特に④のように，
授業構成能力の育成に深く関わる吟味・検討を
行うには，授業者からも，進行役からも明確な
説明が重要になると考える。
　こうした教科の本質を踏まえ，授業者の授業

構成論に挑戦していこうとする協議会は今後，
社会科だけでなく，多くの教科の研究協議会で
展開することが考えられる。なぜならば，これ
までも学習指導要領改訂時には，それをふまえ
た授業研究協議会が活発に行われた。また次期
改訂にあたって国は，「主体的・対話的で深い
学び」を実現していくよう，授業研究等をもと
に授業改善を進めることが強く求めている19）。
特に「深い学び」の実現と関わり，「習得・活
用・探究という学びの過程」の中で教科の「見
方・考え方」を働かせることができているかを
問うている20）。
　子どもたちに学習させたい内容とその具体的
な方法のあり方，授業構成論ないしは授業理論
をめぐる研究授業と研究協議会が必要になると
考えられる。すなわち，教師が作成した学習指
導案やそれによる研究授業をもとに，参加者が
授業構成論のレベルでもゆさぶり合い，よりよ
い社会科授業づくりにつながる本質的な手がか
りが得られるような研究授業と研究協議会が求
められるようになると考えられる。

5．　教職課程における模擬授業と協議会
の工夫・改善

5．1　教職課程における模擬授業と協議会の取

り組み

　こうした授業研究協議会のあり方により，教
職課程の授業（現職教師による研修では研究授
業と研究協議会に相当する模擬授業と協議会）
において，どのような工夫・改善を行えばよい
であろうか。筆者はすでに，段階的に模擬授業
と協議会を組み込んだ授業実践を進めてきてい
る。
　基本的に，該当する教科目（社会科（公民的
分野），公民科「現代社会」「倫理」「政治・経
済」）の学習指導案を作成させ，それを用いて
模擬授業も協議会も進めるようになっている。
協議会後，得られた課題点（含む改善策）を手

表 1　社会科教育学による授業研究協議会で共有
される事項例

①　この研究協議会が，子どもによりよい社会認
識を形成し，公民的資質を育成してゆくために
行われるものであるという認識。
②　なるべく客観的に吟味・検討ができる，ある
いは研究授業の事実や気づきを記録できる学習
指導案。
③　授業をつくり，実践する授業者，もしくは進
行役の教師からの研究授業の目的，学習内容や
学習方法，すなわち授業構成論ないし授業理論
についての説明。
④　授業に込められている授業理論，特に授業構
成論についても協議会の吟味・検討の対象とな
り得ること。
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がかりにして，改善した学習指導案を最終授業
回に提出させ，試験では，どのように改善した
か論述させる問題を課している。
　それぞれの概要と工夫を順に説明すれば次の
通りである。

①　中学校社会科教育法Ⅰ（主対象者： 2年
次前期の中学校社会科教員免許状取得希望者）
A　作成する学習指導案の形式
　 1単位時間の略案を作成する。具体的内容
は，本時の目標，教師による発問と生徒の回
答なるべく詳細に示した学習指導過程，板書
計画である。
B　学習指導案作成のガイド
　作成にあたり，筆者が配布しその映像も視
聴させた，優れた学習指導案をもとに，改
善・開発するよう勧めている。これらは，
個々の発問，発問構成の特色を説明して，手
がかりとさせている。
C　模擬授業の手順
　該当する教科書コピーとともに（生徒役で
もある）参加者に配布してから行う。
　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただし
教科書コピーの記述内容を超えない限り）を
するよう求める。協議会では，学習指導や
個々の発問の工夫点，課題点（含む改善策）
について参加者全員に発言させ，授業者と質
疑応答させる。
②　中学校社会科教育法Ⅱ（主対象者： 2年
次後期の中学校社会科教員免許状取得希望者）
A　作成する学習指導案の形式
　単元レベルの指導案を作成する。具体的内
容は，単元計画（目標，評価規準，指導と評
価の計画），本時の目標，本時の評価規準，
教師による発問と生徒の回答を示した学習指
導過程，板書計画である。
B　学習指導案作成のガイド
　作成にあたり，筆者が配布しその映像も視

聴させた，現行学習指導要領で新たに求めら
れるようになった事項に挑戦している優れた
学習指導案をもとに，改善・開発するよう勧
めている。これらは，個々の発問，発問構成
の特色を説明して，手がかりとさせている。
C　模擬授業の手順
　該当する教科書コピーとともに（生徒役で
もある）参加者に配布してから行う。
　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただし
教科書コピーの記述内容を超えない限り）を
するよう求める。協議会では，学習指導より
も個々の発問および発問構成の工夫点，課題
点（含む改善策）について参加者全員に発言
させ，授業者と質疑応答させる。
③　社会・公民科教育法（主対象者： 3年次
前期の中学校社会科教員免許状取得希望者，
高等学校公民科教員免許状取得希望者）
A　作成する学習指導案の形式
　単元レベルの指導案を詳細に作成する。具
体的内容は，単元計画（目標，教材観・生徒
観・指導観，評価規準，指導と評価の計画），
本時の目標，本時の評価規準，教師による発
問と生徒の回答をなるべく詳細に示した学習
指導過程，板書計画である。なお，公民科教
員免許状のみ取得希望者は，初めて学習指導
案作成に取り組むことを考慮し，教材観・生
徒観・指導観は書かなくてもよいこととして
いる。
B　学習指導案作成のガイド
　作成するにあたり，筆者が配布しその映像
も視聴させた，優れた学習指導案をもとに，
改善・開発するよう勧めている。これらは，
個々の発問，発問構成，使用されている教材
の特色を説明して，手がかりとさせている。
C　模擬授業の手順
　該当する教科書コピーとともに（生徒役で
もある）参加者に配布してから行う。
　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただし
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教科書コピーの記述内容を超えない限り）を
するよう求める。協議会では，学習指導より
も個々の発問および発問構成の工夫点，課題
点（含む改善策）について参加者全員に発言
させ，授業者と質疑応答させる。
④　公民科教育法
A　作成する学習指導案の形式
　単元レベルの指導案を詳細に作成する。具
体的内容は，単元計画（目標，教材観・生徒
観・指導観，評価規準，指導と評価の計画），
本時の目標，本時の評価規準，教師による発
問と生徒の回答なるべく詳細に示した学習指
導過程，板書計画である。
B　学習指導案作成のガイド
　作成するにあたり，テキストに掲載されて
いる中学校社会科公民的分野，公民科「現代
社会」「倫理」「政治・経済」の学習指導案
（いずれも筆者作成），もしくは筆者が作成し
た学術論文掲載の学習指導案をもとに，改
善・開発するよう勧めている。
　これらは発問構成，使用されている教材，
そして背景にある授業構成上の特色を説明し
て，手がかりとさせている。
C　模擬授業の手順
　該当する教科書コピーとともに（生徒役で
もある）参加者に配布してから行う。
　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただし
教科書コピーの記述内容を超えない限り）を
するよう求める。協議会では，学習指導より
も個々の発問および発問構成の工夫点，課題
点（含む改善策）について参加者全員に発言
させ，授業者と質疑応答させる。
⑤　教育実習Ⅰ
A　作成する学習指導案の形式
　単元レベルの指導案を詳細に作成させる。
単元計画（目標，教材観・生徒観・指導観，
評価規準，指導と評価の計画），本時の目標，
本時の評価規準，教師による発問と生徒の回

答なるべく詳細に示した学習指導過程，板書
計画である。
B　学習指導案作成のガイド
　特に無し。なお作成する範囲については，
各自実習先で実習授業をするよう求められて
いる教科書等の範囲により開発するよう勧め
ている。
C　模擬授業の手順
　該当する教科書コピーとともに（生徒役で
もある）参加者に配布してから行う。
　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただし
教科書コピーの記述内容を超えない限り）を
するよう求める。協議会では，学習指導より
も個々の発問および発問構成の工夫点，課題
点（含む改善策）について参加者全員に発言
させ，授業者と質疑応答させる。
⑥　教職実践演習
　本演習では，これまでの模擬授業と協議会
をふまえ，学生たちが主体的，連続的，発展
的な授業研究としての模擬授業と協議会を行
うことを通して，入職後に自ら授業力向上す
る力を育成することを目指している21）。この
ため，特に次のような形式，手順で行う。
A　作成する学習指導案の形式
　単元レベルで詳細に作成する。単元計画
（目標，教材観・生徒観・指導観，評価規準，
指導と評価の計画），本時の目標，本時の評
価規準，教師による発問と生徒の回答なるべ
く詳細に示した学習指導過程，板書計画であ
る。
B　学習指導案作成のガイド
　作成するにあたっては，各自が実習先で実
践してみて，優れた課題意識や，指導教員ら
からの高い評価を得た学習指導案を改善する
よう求めている。
C　模擬授業の手順
a　該当する教科書コピーとともに（生徒役
でもある）参加者に配布し，司会者の指示に
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従って，授業構成や発問構成，教材等で工
夫・改善した点や自らの課題点を説明させて
から模擬授業を行う。
b　模擬授業中は生徒役に多様な発言（ただ
し教科書コピーの記述内容を超えない限り）
をするよう求める。協議会では，学習指導お
よび個々の発問および発問構成の工夫点，課
題点（含む改善策）について参加者全員に発
言させ，授業者と質疑応答させる。
c　協議会は司会進行も記録・報告も学生が
行う。授業前に授業者が学習指導案をもとに，
実習中の指導を踏まえて改善した点，授業後
の協議会で議論して欲しい点を説明しており，
司会者はその点を中心に，授業者に今回の授
業を振り返らせる。次にその振り返りに沿っ
て司会者は，参加者に今回の授業の工夫点と
課題点（含む改善策）を発表させ，授業者に
応答させ，協議を進める。
d　記録者は，参加者が付箋にまとめておい
た課題点（含む改善策）を，次回の演習まで
に整理・分析し，次回演習時にレポートとし
て配布し振り返りを行う。

　このように，筆者が担当する模擬授業では，
段階的に高度な学習指導案を作成させ，それに
基づいた協議会を進めている。学習指導の工夫
など多様な議論から，学習内容・学習方法の工
夫と課題について議論を深めるようになってい
る。
　これらの模擬授業と協議会を指導の柱の一つ
にして，学生の授業力，また学校現場で自ら授
業改善する力の育成を図ってきた。
　学生の授業力に対する実習校の指導教員等か
らの評価は，直接的なものばかりではないが，
授業について「がんばって授業をつくってい
る」，「われわれの指導によくついてきた」，「こ
れだけ成長しているのは有り難い」といった評
価をいただいてきた。さらに，中学校や高等学

校に就職後も，「とても熱心に（授業づくりと
実践に）取り組んでいる」との評価をいただい
ている。
　しかしこうした評価や，何より学生自身の評
価に社会科や公民科授業の授業構成論に関して，
いかなる課題があり，改善しようとしているか
を明確に論じたものは多くないと考える。
　この要因として，模擬授業と協議会を行う時，
学習内容・学習方法，あるいはこれらの要とな
る発問の視点から，協議を深めてゆく工夫がさ
らに求められると考えられる。学生たちが手に
する学習指導案とそれによる模擬授業について，
授業構成上の工夫や課題を，吟味・検討する協
議会を改善できれば，より授業構成能力を育成
できると考えられる。ひいてはその方法を，授
業実践の場で広く活かすこともできるのではな
いか。

5．2　模擬授業と協議会の改善

　では，授業構成能力を育成する視点から協議
を深めさせるような模擬授業と協議会をいかに
改善すればよいか。
　これまでも筆者は講義の授業構成の考え方に
ついて，基本的な視点だけでなく，基本的な論
点も整理し説明し，テストで論述させてみて，
補足説明を加えてきた。また，模擬授業後の協
議会で筆者が行う講評においても，その授業の
事実を用いて具体的に解説してきた。
　さらなる改善策としては，学生に授業構成の
視点から自分たちの学習指導案と模擬授業の事
実について説明や評価をさせてみることが考え
られる。
　具体的には，模擬授業前の授業者からの学習
指導案についての説明，模擬授業中の生徒役
（観察者）からの評価的な発言，模擬授業後の
授業者による自省，観察者（生徒役）による評
価と授業者との協議，模擬授業・協議会後の出
席カード等を用いた振り返り，さらにこれらを
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6．　おわりに─現職社会科教師による授
業研究協議会を改善する視点─

　これまでの考察をふまえれば，社会科教育学
による授業研究，特に授業研究協議会は，子ど
ものよりすぐれた社会認識形成と公民的資質育
成に資するよう，教師の授業構成能力形成，向
上に寄与できるよう用意されることが重要と考
えられる。なぜなら，いかなる社会認識を，ど
のように形成すればよいかという授業構成の問
題は，入職以降，どの段階の教師にとっても主
要な課題であり続け，教師個々の日常的な吟味
によるだけでなく，他教師のすぐれた視点から
の吟味・検討に載せ，協議してみることで，よ
りよい授業構成にもとづいた授業改善の手がか
りを得やすくなると考えられるからである。
　研究協議会の議論では，個々の教師が持って
いる授業構成の理論仮説に基づく，するどい吟
味が行われ，互いの授業づくりに資する本質的
な手がかりが育まれることが重要である。なぜ
なら教師は，社会科の本質をふまえた授業構成
論をかかえ，よりよい実践をしようとするから
である。特に学習指導要領の改訂をひかえ，社
会科としての「深い学び」とは何か，社会科の
「見方・考え方」を働かせながら学習させると
はどういう状態かについて議論が求められてい
ることもある。社会科等の研究授業と協議会は
そのための緊要な場となってゆくと考えられる。
　授業構成という視点からより深い協議を行う
ことができ，参加者全員が，すぐれた吟味に参
画でき，明日からの授業づくりについて本質的
で重要な手がかりを持ち帰られることが，社会
科等の授業研究協議会の主要な意味になること
も考えられる。
　上述した，教職課程における模擬授業と協議
会の具体的改善策は，入職間もない社会科教師
が，与えられる研究授業とその後の協議会の場
を意味あるものにして，自らの社会科授業構成

ふまえ，テスト時に論述させる改善した学習指
導案ポイントとして，授業構成の視点から論述
させる機会を，段階的に組み込んでゆく。
　例えば，「中学校社会科教育法Ⅰ」をふまえ，
単元レベルの学習指導案を作成し模擬授業と協
議会にのぞむ「中学校社会科教育法Ⅱ」参加者
の出席カード等への記入事項として，次の表 2
のことが考えられる。
　このような問いに回答させてみれば，（授業
構成に深く関わる発問を通して，）その学生が
どのレベルの社会認識を学習内容として扱おう
としているのか，いかなる学習方法を目指して
いるのかについて，指導する筆者だけでなく，
学生たち自身も把握しやすくなる。また，これ
らを学生たちに説明しておけば，最終回に提出
する改善学習指導案と，テストで解答する改善
点の説明にも，授業構成上の課題点と改善点を
記すことが期待できる。ひいては，続いて履修
することになる「社会・公民科教育法」等で学
習指導案を作成する時の課題も獲得させること
ができると考えられる。

表 2　模擬授業参加者の記入事項

＜模擬授業者用＞
　①　協議もふまえて，今日の模擬授業で，自分

が大切にしたい発問は何ですか。
　②　その発問は，生徒にどのような学習内容（社

会認識）を育てることを目指していますか。
　③　その発問は，生徒にどのような学習方法（学

び方）を育てることを目指していますか。
　④　他にどのような改善を試みたいですか。そ

れはなぜですか。

＜生徒役・観察者・協議会参加者用＞
　①　協議もふまえて，今日の模擬授業に関して，
自分が試みてみたい発問は何ですか？

　②　その発問は，生徒にどのような学習内容（社
会認識）を育てることを目指していますか。

　③　その発問は，生徒にどのような学習方法（学
び方）を育てることを目指していますか。

　④　他にどのような工夫を試みたいですか。そ
れはなぜですか。
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の理論仮説を構築することを支え，改善してゆ
く視点を与えることができるであろうか。また，
現場での社会科教師たちは授業研究を通じて，
いかに授業構成能力を向上させているのだろう
か。こうした点について今後，教職課程におけ
る模擬授業と協議会の実践と，社会科等教師に
よる授業研究協議会への参画を通して，吟味し
改善してゆきたい。

注

 1） 棚橋健治「教師の共同的な授業研究を通した授
業づくり」全国社会科教育学会『新社会科授業づ
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